
.
国
帯
一
I
「
物
と
心
」
授
業
報
告

H
t
は
じ
め
に

仙
　
授
業
期
間
と
そ
の
対
象

・
昭
和
五
十
八
年
五
月
三
十
日
.
互
・
三
十
1
日
.
(
火
)
・
六
月
四
旦
主

・
六
日
(
月
)
　
の
計
四
時
間
・

福
間
i
H
f
a
l
三
　
　
　
　
　
　
三

四
十
玉
名
(
男
子
二
十
五
・
女
子
二
士

物
　
教
　
材

高
等
学
校
国
語
工
.
(
学
校
図
誓

小
説
H
「
物
と
心
」
　
(
小
川
国
夫
)

矧
　
s
r
i
」
&
撃
.
一
Z
i
・
蝣
n
j
.

∵
高
校
生
と
な
っ
て
約
二
倍
月
。
中
間
考
査
も
終
え
,
妄
期
中
で
は
最
も

、
試
ち
耶
い
て
t
i
-
a
で
き
0
」
'
&
.
で
^
る
'
Z
^
i
i
-
i
の
　
代
的
な
X
-
1
Z
-
*
)
し
て

症
'
序
詩
「
地
下
水
の
よ
う
に
」
　
1
随
想
r
野
の
花
」
と
い
っ
た
入
門
教
材

を
経
て
l
~
1
m
小
一
;
W
;
K
J
T
.
"
)
>
」
と
に
な
っ
た
.

】
年
三
組
は
、
問
い
に
対
し
て
、
誰
も
が
よ
く
考
え
て
管
見
よ
う
と
L
t

∵
他
者
の
答
え
に
耳
を
憤
け
'
よ
い
意
見
が
出
る
と
拍
手
が
出
て
、
教
室
が
7

蝣
蝣
#
蝣
蝣
　
癖
-
濁
‥
子

つ
a
n
っ
て
!
」
・
蝣
*
*
.
:
:
・
・
ス
で
も
i
C
<
J

中
空
.
]
代
e
小
一
・
a
-
,
-
旨
‥
3
S
㍍
・
㌫
=
E
の
^
?
1
~
を
蝣
i
d
て
、
f
t
^
亡
が
>
y

や
や
高
度
な
作
品
の
簡
洗
な
文
章
を
椅
試
し
へ
主
人
公
浩
の
心
の
ひ
だ
を
読

み
と
る
こ
と
に
よ
サ
て
'
こ
と
ば
の
感
性
を
豊
か
に
す
,
p
こ
と
r
.
I
学
習
者
自

身
Q
-
r
-
:
:
<
-
j
」
.
;
て
'
蝣
u
X
l
を
・
:
i
;
v
!
!
'
-
^
!
f
f
-
'
n
^
o
よ
・
.
;
_
!
j
.
y
,
 
'
?
.
-
{
¥
j
'

次
の
指
導
目
標
を
定
め
た
。

1
、
作
品
を
正
確
に
読
み
'
前
時
ま
で
学
習
し
た
「
幸
福
」
　
(
安
岡
草
太

郎
)
と
比
較
し
っ
つ
'
大
意
と
構
成
を
把
ま
せ
る
。
t

2
'
文
章
を
精
読
し
て
'
物
に
よ
っ
て
解
発
さ
れ
た
浩
の
心
が
'
兄
宗
1

と
の
か
か
わ
り
混
よ
っ
て
微
妙
に
変
化
し
て
ゆ
く
と
こ
ろ
を
汲
み
と
ら

せ
甘
。

3
'
事
物
(
小
刀
)
.
に
対
も
て
'
浩
と
宗
_
一
と
か
'
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う

に
対
敵
し
て
い
る
か
整
理
さ
_
せ
て
、
J
物
と
心
」
の
主
題
を
考
え
さ
せ

る
。

,
 
4
'
ま
と
め
と
し
て
'
作
者
に
つ
い
て
推
察
さ
せ
K
>
-

113-



二
八
]
学
習
指
導
計
画
・
.
(
配
当
時
間
四
時
間
T
・

,P .第 三 時 「 - 革 二 時 .
as - 時

:◎ 作品 の 吋 容 を 理 解 させ る
iP 由 誓 豊 富金 轡 を うわ 二 :

1.、

ーゥ ①
㊨ := P① l lL ① ◎

ゥ

一.る し .る .去 ‥P甲 .l=あ ゥ
さ ∴ . ど の 進 恕 LLI 把 ∴ の
せ i l の 物 浩 .ん 結 -.若 三 A. tえ丁..⊥了.辛 . 罪 ... -I.○蝣'.-・>. 各 , :0 一転 .再 ′拍 .全

る..物 よ 一、 の で び さ 段 一 さ 段 が 一
Qてと う 小 Jb い の せ ・ せ 1 ., か 時

.こ心 に 刀 の た 】 る 四 る .二 . り の
一.㌧一 対 ) 状 Lヱ 文 ○ 段 9 ..段 に 答

≡L.と し に 態 に 「 の .. の さ 案

;.ち.題 て 対 に つ す -義 . 表 せ を

.一、し い し つ い ベ 男. J 視 る 返

た る て い て て に に ▼A O 却

.、、こ か 、 て 解 が 一邸 即 、

L】ゐ 整 浩 推 釈 宗 し し 以

1作 理 と 察 を 一 て て 後

で 品 し 宗 さ 加 に 、 、 随

,.の 、一 せ え 調 .口 □ 時

チ.主 対 が る さ 子 め . の 利

メ-題 比 、 ○ せ を 心 心 用
:領 主 孟 、 合 .の

こ わ 変

の し
変 て

.*・」 み ぞ の せ 1化 化 発 さ を .さ ▼二 、

:r.薄 io れ 時 て を を 表 せ 出 せ :起 そ .

ニー　享だ這言:普蝣ォri.*-

ゥ

「
物
と
心
」
を
著
し
た
作
者
に
つ
い
て
推
察
さ
せ
る
。

ま
と
め
と
し
て
　
u
の
作
品
が
r
生
の
さ
中
に
j
と
題

し
て
昭
和
四
十
1
年
に
発
表
さ
れ
た
半
自
伝
的
な
二
十

三
の
短
細
の
.
1
.
つ
で
あ
る
こ
.
と
.
.
.
そ
し
・
て
捲
な
る
回
想

で
な
ぐ
現
在
の
自
分
を
困
り
下
げ
て
い
-
手
段
と
し
・
て

幼
い
頃
の
で
き
ご
と
を
記
し
た
こ
と
を
神
足
紹
介
す

る
。

n
-
>
'
*
~
T
-
一
時
に
川
い
た
間
い
(
蝣
蝣
・
.
i
i
r
:
a
.
.
i
p
は
、
.
 
'
.
 
'
-
{
"
7
-
 
'
"
に
　
・
f
A
v
-
礼

た
も
の
で
あ
る
。
)

問
H
　
浩
は
、
兄
の
宗
T
に
対
す
る
競
争
意
識
を
強
-
持
っ
て

い
る
が
へ
そ
の
は
か
に
'
兄
に
対
し
て
'
ど
ん
な
意
識

ト
　
が
は
た
む
い
て
い
る
か
。
∧
学
習
A
l
>

R
i
L
T
　
浩
は
i
.
0
,
 
-
'
t
 
n
分
の
小
刀
で
'
て
Q
f
t
ら
与
り
っ
た
C

・

6

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

'

間

3

f

f

M

i

i

ど

0

よ

う

小

量

・

.

∴

r

V

-

M

i

'

七

)

亨

・

蝣

・

'

.

'

'

-

.

一

九

五

・

七

、

二

・

2

:

‥

"

*

'

.

'

;

景

;

'

j

-

.

.

O

,

'

;

)

'

」

!

l

つ

こ

し

^

^

蝣

・

・

K

く

説

明

せ

よ

。

'

∧

学

習

A

二

∨

欝

,

t

:

:

v

^

H

-

:

に

?

,

ア

!

昌

G

o

"

f

,

^

A

-

-

い

!

‥

こ

r

-

う

な

も

の

か

。

天

学

習

A

こ

V

・

圭

i

問

E

:

⑦

「

物

と

心

」

と

い

う

題

名

に

つ

い

て

思

う

所

を

寄

け

。

㊥

作

者

に

つ

い

て

思

う

と

こ

ろ

を

記

せ

。
114 -



㍗

前
記
'
第
7
時
の
六
問
の
う
ち
問
H
に
つ
い
て
の
答
案
を
整
理
し
て
み
る
と

資
料
1
の
よ
う
に
な
っ
た
。

浩
の
意
識
は
'
兄
宗
一
に
対
し
て
'
「
羨
望
と
劣
等
感
」
の
方
向
と
、
「
甘
え

と
あ
こ
が
れ
」
の
方
向
と
に
ま
と
め
ら
れ
る
か
と
思
う
。
四
十
四
名
の
う
ち
'

こ
の
両
面
を
拾
っ
て
い
る
者
は
十
八
名
で
約
三
分
の
1
強
。
そ
の
他
の
三
名
は
、

「
ま
ガ
ん
気
・
蛙
を
つ
t
L
た
こ
と
へ
初
日
r
L
]
嫌
悪
・
自
己
の
思
い
に
つ
い
て
の

思
い
」
,
な
ど
と
'
問
い
に
対
し
て
'
か
み
あ
う
答
え
を
出
す
こ
と
を
自
覚
し
て

い
な
い
。

資料1

1 .池 田(男) ○ ○ 2
2 .大 西 ○. ○ ○ 3
l1 「 紙 田 ○ 1
4 .木 原 ○ 1
5 * T
黒 木

0

6 ○ 1
7 久 原 ○ 1
8 墳 ○ ○ 2
9 末 書 ○ ○ 2
.了訂. 角 . ○1 ○ ○ 3
.了王ー 園 田 .○1 1
12 .田 中 O . ○ 2
1 訂. 塚 崎▼ .○ ○ 2
14 近 ○ ○ 2
15 徳 永 o ○ o
16 申 満 .○ ○ 2
iす 柿 ○ 1
18 馬 場 ○ ○ 2
育 T堀 川 ○ 1
育 松 尾 ○ 1
21 m * ○ 1
22 光 永 ○ ○ 2
23 秦 ○ (1「
24 吉 富 ○ 1
25 渡.辺 . ○ 1 .

l富r 岩 崎(女) ○ 1
育 - ..瀬 ○ ○ 2.
33 今 村 ○ ○ 2 .
育 樺 ○ ○ ○ 3
35 後 藤 ○ 1
36 墳 」L ○ 2
育 坂 梨 ○ 1.
育 佐 田 ○ ○ ○ 2(1
「頭.I 高 田 ○ ○ . 2
1 す. 多田隈 ○ ○ 2
1 r 田 中 ○ ○ . ○ 3
42 徳 田 ○ ○ 2
育 」 ○ ○ 2
44 中 国 ○ ○ 2
一項㌻ 永 江 .○ 1
育 原 田 ○ . . ○ 2
Iq 福 原 ○ o 2
48 松 井 ○ 1
育 山 下 ○ ○ ○ C) 3 (1)

50 n .○ 1

22人 19人 13人 19人 3人

問
3
:
浩
は
,
兄
の
宗
7
に
対
す
る
撃
意
碧
讐
持
っ
て
い
る
が
,
そ
の
ほ
か
兄
に
習
P
.
,
ど
ん
な
意
碧
は
た
ら
い
て
い
る
か
。
(
蛸
瑠
)

「-



∴
資
料
2　
浩
は
な
ぜ
,自
分
ゐ
小
刀
で
,`
て
の
ひ
ら
を
切
っ
た
の
か
。

I: ロ
:
c
E I

①
兄
に
気
を
使
っ
た
あ
ま
り
,
誤
っ
て
切
っ
た
e

こ
(男
刊

義
元

(女
子
)

ョ
¥
あ
や
寸
.i
.
蓋
冨
/=
≡
喜
蓋
車
重
曇
≡
㌢
笹

亭
こ
吾
0L
て
○
近 松
尾
.
杏
.
.

樺
..
後
藤
..
佐
田

.岩
崎
.原
田

㊨
..
.兄
の
小
刀
が
よ
く
研
け
る
の
を
見
て
L,
担
た
ま
し
く
思
っ
て
0

I
多
田
嘩

◎
兄
を
羨
む
気
持
ち
と
,.
そ
の
場
の
雰
囲
気
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
て
e

角
.I

福
原
.

◎
兄
が
小
刀
を
研
ぐ
の
を
や
め
さ
せ
た
か
つ
た
か
ら
.0

ォ
5

今
村
坂
梨
.
田
中

◎
兄
の
気
持
ち
を
小
刀
を
研
ぐ
こ
と
か
ら
,.
そ
ら
せ
た
く
な
っ
て
○

I
佐
田
友
添
ll

①
自
分
の
小
刀
も
z
.ん
な
に
切
れ
る
と
見
せ
牢
か
つ
た
か
ら
O

池
田
.
紙
田
.
久
原
∴
宮
本

◎
.兄
の
気
を
引
く
た
め
e

◎
兄
の
気
を
引
い
て
,
兄
に
か
ま
っ
て
も
ら
い
た
か
つ
左
か
ら
。

大
西
.
角
.
園
田
.
田
中
.

療
崎
.
申
活
.
柿
.
馬
場

岩
崎
.」
瀬
.
後
藤
.
坂
東

中
国
:

木
原
.
徳
永
.
光
永

永
江
A

卒
空

竿
<
T
,
r
a
ja

I
b
%

1
*
…
S
FtA
葬

慧

堀
川
.
渡
辺

、塚
崎

吉
村

治
.祇
UK
jn
w
.i
.M
-笹
井 . ,

∴
▼.



資
料
3　
宗
一
は
ど
ん
な
少
年
で
あ
る
と
考
阜
ら
れ
る
か
。

.
 
.
　
.
　
　
　
.
1
・

1

◆
一
°
-J
-・
J

'J

ゐ
h
如

鉦
.魚
頑

串
h

l
1
∴
∵
T
.

(男
子
)

坂
痕

(女
子
)

坂
梨

I..
I ◎
気
加
和
1.
0

◎
黙
々
と
努
力
す
る
少
年
○
′J
.

周
申
.
.

境
.
友
醇
.
福
原

.包
真
面
目
0
..

園
由

如
寸

-
真
面
目
せ
し
:う
か
り
者
0
:

真
面
目
で
弟
患
い
の
少
年
e

徳
永

⑤
熟
年
.
熱
中

曽
卓
.
末
吉
.
柿
.
.

友
江

÷
O
ゥ
軽
極
れ

て
し
っ
か
り
し
そ
い
る
lLO
L
lJ
、

.角
I.‥
辻
.
馬
場

今
村
.
樺
.
田
中

◎
ナ
見
静
か
で
夢
ち
着
い
て
い
る
が
,
心
の
中
に
は
強
い
も
の
が
あ
る
○

中
国

巾
㌫
川
蝣c
w
r
:,

大
顔
l.
串
満
目
、

器
用
で
i
寛
大
O
.J
よ
.毒
見
で
あ
り
優
し
い
-0

紙
田

-
l=
器
用
で
浩
よ
り
レ
I,
Iか
り
し
て
い
る
0.
弟
思
い
で
あ
り
弟
を
1)
I
ド
す
る
カ
が
あ
る
0
黒
木
t
.

◎
弟
患
い
0
.

負
.
近
-
まか
り

～
瀬
.
後
藤
.
佐
田
.
高
田

一
二.
;:
弟
思
い
セ
心
の
か

少
年
で
,
優
し
い
思
い
や
り
が
あ
る
0

池
田
.
鶴
.
久
原
.
角
.
田
中

宮
本
「
.光
永
..
渡
辺

多
田
隈
.徳
田
.友
添
.
山
下

吉
村
.
田
中
.
原
田

◎
l
何
せ
も
よ
く
で
亘
る
長
房
タ
イ
プ
o

'
'

.
-
蝣
-
-
蝣蝣
.

福
原

⑲
い
つ
も
冷
静
で
兄
さ
ん
ら
し
い
0

秦

-.
.⑳
∴
由
り
に
な
る
少
年
d

松
尾

.
v
m

⑳
.
輩
よ
り
ず
つ
と
大
人
e

樺
.
松
井
ー∴



B
]
問
・
啓
潤
控

蝣
#
&
・
蝣
H
堪

課
堪
・
塔
・
寮
-
人
望
琳

l
・

宥
和

脹
ヰ増

田
m

耳tL
く「ヨ

民
団
礁
回

田
封
・
提
甘
・
・
¥
啓
牌
更
urn

I
L
(
環
・
甘
臣
・
a
責

.
地
軸

哩
史
・
蕃
・
ォ
・
曙
Y

E
函
E
9
M
O
圏
㌫

媒
a
;
蝣
田
Y

t
f
a
E
f
l
・
H
J
囲

.
喋

(
叶
　
f
6
)

。
山
.
〓
;
]
ぐ
r
/
り
T
^
f
C
-
.
T
I
G
-
T
l
'
r
^
'
口
.
1
一
-
f
^
」
i
」
<
?
?
p
n
:
r
S
Y
?
5

s
o
i
l
訂
Z
M
'
-
C
'
/
f
l
S
:
′
l
i
'
-
K
/
W

。
岬
旺
f
c
サ
小
T
V
会
1
£
岩
1
C
・
親
筆
7
'
′
i
S
i
ゥ
虫
3
3
/

1
胡
増
2
I
U
J
T
-
2
岩
.
Q
唄
r
J
小
T
Q
鴬
f
J
ュ
岩
槻
.
U
石
T
Q
>
W
<
D
t
u
i
r
¥
'
m
V
>
地
境

*
」
I
3
陀
S
W
S
3
旧
柑
E
E
Z
5
i
!
」
i
堵
E
E
Z
到
ほ
周
F
Z
Z
濫

ァ
?
A
W
T
<
.
1
#
U
:
f
v
!
2
!
a
f
e
^
V
^
蝣
」
H
.
S
-
f
i
圏
N
E
i
民
団

M
X
*
′
ユ
l
o
籾

r
.
'
.
-
i
v
‥
'
蝣
g
w
s
一
還
‥
*
0
3
V
j
?
i
-
.
-
.
;
:
-
^
i
c
V
r
-
'
i
^
>
:
-
蝣
-
サ
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ォ
?
?
.
;
.
-
<
蝣
・
-
r
-
d
^
'
n

ぐ
山
~
洲
t
t
v
^
i
L
t
t
'
J
d
?
/
^
二
T
^
.
V
&
Q
U
-
v
X
^
'
i
&
'
J
&
y
.
'
L
'

‥
r
a
>
m
-
)
Q
T
W
2
r
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¥
i
'
Q
<
v
コ
'
i
T
f
-
I
・
G
<
2
m
)
T
<
i
<
c
¥
ォ
へ
ご
T
i
?
い
:
t
'
i
O
‥
r
-

V

'
・
.
'
i
?
M
C
i
?
-
n

c
,
I
小
4
1
′
ユ
1
召
宕
岩
為
る
定
心
毒
せ
a
i
<
i
'
Q
>
埠
.
U
石
r
叫
′
J
1
召
宕
斑
毛
賀

?
坤
L
A
塀
-
n
o
>
¢
V
J
O
石
r
Q
中
　
-

。
外
車
吋
′
1
0
.
1
C
i
争
r
Y
和
一
1
C
・
廻
芸
T
P
u
-
葡

。
岬
だ
Y
,
-
t
′
q
c
・
心
′
1
'
o
r
/
*
*
小
r
u
e
り
r
m
a

i
f
f
i
Z
l
空
g
i
n
E
i

㊤◎◎
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。
T
中
L
r
d
讃
)
4
-
^
C
i
t
f
'
i
′
q
C
・
U
t
r
。
;
^
小
#
域
Q
堆
石
去
り
」
　
寸
淀
糾

資
料
n
・
m
・
r
j
i
に
つ
い
て
も
'

短
時
間
に
よ
く
考
え
抜
い
て
竿
見
た
者
も

い
れ
ば
t
 
t
語
の
単
語
で
巷
溝
た
り
'
あ
っ
さ
り
「
分
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
て

い
る
者
も
あ
り
'
r
粉
と
心
j
と
い
う
作
品
は
'
1
応
と
り
つ
き
や
す
い
小
品

で
は
あ
る
が
'
高
校
一
年
生
と
し
て
は
授
業
の
中
で
充
分
読
み
深
め
る
価
値
を

持
っ
た
作
品
と
言
え
よ
う
。

問
的
結
び
の
1
文
に
お
け
る
浩
の
気
持
を
は
ど
ん
な
も
の
か
。
に
つ
い
て
は



、

「

、

'

㌔

誰
も
解
答
し
て
い
な
か
っ
た
。
精
読
の
流
れ
の
中
で
も
う
7
度
問
う
こ
と
が
要

甘
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
・
M
'
-
痩
菜
中
に
」
各
自
.
の
ノ
T
下
に
解
釈
を
書
か

問
内
⑦
に
つ
い
て
は
'
左
記
の
よ
う
な
管
見
が
出
て
い
る
。
㊥
に
つ
い
て
は

授
業
展
開
の
中
に
す
べ
て
折
り
込
ん
で
い
る
。

着
て
み
た
。

)

(

蝣

」

　

m

痛
覚
　
」
蝣
蝣
甘

噴
良
　
l
l
f
増

.回顧蛭田如蜜柑
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J
c
-
r
v
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.
ご
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-
 
-
f
-
7
:
:
-
2
.
デ
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も
r
y
j
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ョ
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両
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Q
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刈
?
G
>
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ヽ
　
ヽ
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v
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∴
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.
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畠
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c
-
y
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-
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0
-
i
-
V
/
T
;
;
-
-
,
H

'
ゥ
蝣
や
岬
t
F
r
竹
額
哨
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昏
」
巾
抽
「
卓
」
ゥ
Y

m
n
吋
宕
C
f
小
嶋
U
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「

h

i
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-

r
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蝣
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叫
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蝣
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n
U
・
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5
r
a
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(
.
・
二
T
・
R
・
・
.
 
r
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二
"
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蝣
・
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?
凋

i
t
J
哨
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C
i
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議
t
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惑
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爵
ゥ
T
O
会
車
Q
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`
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'
O
.
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感
脚
C
6
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娼
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]
T
L
学
習
指
導
の
展
開
(
四
時
間
配
当
)

圃
H
F
i

指
導
目
標

◎
作
品
の
全
体
像
を
把
ま
せ
る
。

◎
表
環
の
特
徴
に
気
付
か
せ
る
。

動冒学

指
名
に
よ
り
全
文
通
読
。

表
現
そ
の
他
に
つ
い
て
の
気
付
き

感
想
を
発
表
さ
せ
る
。

-
:
ォ
,
(
前
回
ま
で
学
習
し
た
)
.
「
幸
声
も
短
編
だ
が
,
こ
れ
は
,
非
常
に
短
か
い
作
品
で
あ
る
9
ト
,
「
掌
尉
小
説
」
に
つ
い
て
簡
単

日
に
説
明
す
る
。
「
幸
福
」
も
一
「
物
i
J
心
」
も
〔
主
人
公
が
少
年
や
青
年
期
の
入
?
口
で
あ
る
点
を
'
後
思
冨
形
が
鉄
で
い
る
。

廿
　
文
末
部
が
'
ほ
と
ん
ど
過
去
形
に
な
っ
て
い
る
。

I
.
r
幸
巨
も
そ
う
だ
が
'
こ
ま
か
い
心
理
猫
写
が
で
き
て
い
る
の
と
合
、
わ
せ
て
窄
む
る
と
'
と
れ
は
1
作
者
自
身
に
浩
と
似
た
経
験

I
　
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
・
・
・
-
(
同
感
の
声
あ
り
。
)
七
・
八
名
。

L
c
∵
会
話
文
の
引
用
形
式
が
'
カ
ギ
括
弧
で
な
く
'
食
詰
文
の
ほ
お
め
に
ダ
ッ
シ
首
使
っ
て
い
る
。
作
者
は
1
風
変
わ
っ
た
人
の
よ
う

e ""a"-

に
思
う
。
そ
れ
と
'
会
話
に
だ
け
方
言
を
つ
か
っ
て
あ
る
。
r
小
説
に
ど
ん
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
か
発
問
。

兄
の
宗
一
と
弟
の
浩
の
二
人
の
行
動
や
心
理
状
腰
が
'
対
照
的
に
措
か
れ
て
い
る
。
.
.
.
.
.
.
(
拍
手
あ
り
)

短
か
い
作
品
で
'
は
っ
き
り
し
た
こ
と
ば
で
措
か
れ
て
い
る
よ
う
な
の
に
何
か
分
り
に
く
い
所
が
あ
る
。

1
次
時
か
ら
表
現
に
即

1
　
し
て
'
精
読
し
て
'
内
容
を
解
明
し
て
行
-
こ
と
に
し
よ
う
と
述
べ
て
結
ぶ
。

指
名
に
よ
り
再
読
。

作
品
の
大
筋
を
ま
と
め
さ
せ
t

、
四
段
落
構
成
に
な
L
 
P
.
て
い
る
と
と
を
確
認
さ
せ
る
。
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「'

◎
・
「
物
と
心
」
と
い
う
対
比
的
な
題
名
で
も
暗
示
4
0
1
れ
て
い
N
P
よ
う
に
、
二
本
の
小
刀
と
い
う
「
物
」

∴
を
め
ぐ
.
っ
て
の
二
人
の
少
年
の
「
心
」
を
主
人
公
で
あ
る
浩
の
計
と
心
を
通
し
て
描
い
た
も
の
で

J
1

あ
る
。

o
l
二
人
に
つ
い
て
の
叙
述
の
う
ち
へ
文
末
部
を
比
べ
て
み
る
。

宗
1
に
つ
い
て
は
'
動
作
を
表
す
述
語
ば
か
り
が
五
つ
。

浩
に
つ
い
て
は
'
心
情
を
表
す
述
語
が
'
き
わ
め
て
多
い
。

↑

作
者
の
力
点
の
お
き
ど
こ
ろ
は
浩
の
内
面
で
あ
ろ
う
。

;
」
r
t
望
ハ
間
に
」
!
サ
蝣
'
思
憲
一
至
心
日
頃
i
i
L
w
V
に
蛇
山
T
o
-
サ
t
V
・
に
・
t
*
サ
'
訂
。

残
り
の
五
分
ほ
ど
か
ら
個
人
作
業
と
す
る
。
1
(
盛
名
中
朝
名
売
出
)

(
詣
義
甥
'
用
紙
に
)
‥

蝣121-

-
い
野
蒔
O
f
c
K
U
と
に
-
;
・
:
&
を
　
　
し
誓
i
-
i
て
示
し
'
こ
　
　
　
た
:
蝣
/
与
=
!
i
.
 
"
♪
:
;
サ
i
・
U
i
J
i
は
・
i
>
i
i
&
し
て
い
っ
た
。
)

指

導

目
8 1

表

1 .

兄 i ;◎ …掲

7F.

L

た

: 文

翠

皮

の 工人 l の
宗 ∴. ∴物 ポ

・ イ
と ▼..▼ .場 :/ に

い ▼. .所 . ト 即

づ こJ ま
し ㌧ fT と T

.、A .-'; ' i fr
に : -= に:

∴ L一こつ .
い

一て1.

.吟
人

物

の
心

蝣&

つ
0

0

- ~. '-m m .

び る
I一.-」 ‥

;の

意

味

の
動

き
香

把

え

さ

せ
.、

内

容

を

哩

解

さ

せ
る

0

メ

推

察

し

た

浩

の

内

面

解

輿

こ

と

ば

の .

ど

ッ

ク

ア

ッ

プ



学

-
駅
の
貨
車
積
み
の
ホ
ー
ム
へ
行
き

-
鉄
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
山
を
劇
剖
~
刊
て

-
i
'
-
V
ラ
甘
い
小
刀
を
&
っ
T
1
.

↑

び
せ
っ
て
い
た
l
の
で

(
錆
び
L

o
「
さ
び
潮
功
し
I

.

動
詞
連
用
形
に
つ
い
て
t

T
・
・
し
尺
ぐ
す
」

「
と
こ
と
ん
ま
で
-
-
す
る
」

O'iJ

二
人
p
　
　
　
}

-
家
へ
戻
っ
て
1

-
-
サ
!
.
 
-
サ
.
・
を
虻
+
(
一
J
.

o
 
o
 
o
 
o
 
o
.

-
我
を
忘
れ
て
研
い
だ
。

'

　

　

　

　

　

　

　

↑

・

　

∵

一

」
結
果
)

て
浩
の
小
刀
は
_
よ
-
光
り
-
。

嘉

の

小◎
刀◎
は◎
そ
の

二
段
の
ポ
イ
ソ
ト
ま
と
め

L
　
浩
は

〔
仙
R
V
:
'
即
し
　
㌫
i
d

'.↑:

〔
諸
鐙
増
望
い
「

〔
汚
り
き
る
。
読
み
き
る
。
因
り
き
る
〕

O
ス
ク
ラ
ッ
プ
畢

・
ノ
1
卜
.
㌧

①
　
新
開
・
雑
誌
な
ど
の
切
抜
き
?

◎
　
-
ず
鉄
。

面
の
縁
だ
け
が
光
っ
て
い
て
'
-
.
.
.
-

◎
◎
◎

つ
自
分
は
沸
刃
化
し
て
し
ま
っ
た
が

◎
◎
◎
◎
　
∵

-
・
i
¥
V
i
-
恕
<
'
*
!
.
、
C
に
　
　
小
l
t

と
思
っ
た
。

さて技失
i.兄術敗
.ののの
・技未意
・:術熟議
'、のさ'
、たに自
・yL対己
_.、かしの

.
対
比
蝣
Y
)
'
,
て
、
.
.
 
'
蝣
・
?
-
 
~
-
:
　
は

二
人
の
小
刀
(
初
)

か
ら

.
一自

分
(
浩
)
と
兄
(
宗
二
と
い
う

人目・rf. -:-v>. '
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∃

習学

cq '浩は~
I
自
分
が
時
間
を
醍
費
し
て
'

し
か
も

〔
朋
㌶
猷
敦
蒜
乱
雲

取
り
返
し
が
つ
か
な
い
こ
と
を
し
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
い
、

-
周
到
だ
っ
た
兄
を
う
ら
や
ん
だ
。

.
丁
、
J

C
,
;
　
浩
は
'
心
の
動
揺
を
隠
そ
う
と
し
て
'

黙
っ
て
ま
た
砥
石
に
向
か
っ
た
?

兄
と
自
分
の
小
刀
を
研
ぐ

と
い
う
技
桶
の
差
に
動
揺

し
っ
つ
も

兄
に
対
す
る
弟
争
心
あ
り

槙
に
い
る
宗
一
が
意
識
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。

!
彼
が
横
に
い
る
だ
け
で
'

浩
は
牽
制
さ
れ
て
し
ま
い

自
然
と
負
け
て
い
-
よ
う
に
思
え
た
。

一.　　　　　　　　　-

とか兄
いなさ
うわん
思なに
いいは
ヽ-　　　　　　　　　　′

o
「
時
間
を
敢
費
も
て
」
・
・
か
な
り
長
い
時
間
研
い

で
い
た
.

。
「
塊
刃
」
・
「
平
ら
に
研
ぐ
」

0
1
に
お
け
る
二
人
の
小
刀
の
図
解
を

さ
せ
る
。
1
小
刀
そ
の
も
の
が
描

け
な
い
者
多
し
。

o
　
「
周
到
」

⑦
　
辞
書
の
意
味

㊥
　
L
J
の
場
面
で
は
'
兄
の
ど
う
い
;
つ
点
を
言

っ
て
い
る
の
か
。

〔
宰
碁
農
　
か
景
霊
恥
・
V
〕

◎
◎
◎
◎
◎
◎

o
　
「
意
識
さ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
」

↑自
発
0
日
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
か

し
か
し
>

っ
た
。

o
「
思
え
た
。
」
　
㍉

↑・
I
X
j
i
i
i
'
V
-
f
.
 
-
i
-
C
れ
た
'

Q~牽制・.

↑
「
牽
制
球
」

浩
は
並
ん
で
研
い
だ
。

↓

宗
T
が
ど
ん
な
ふ
う
に
研
ぐ
か
気
に
な
っ
た
か
ら
だ
。

るき童毒見
競争に
け心対
てをす
い抱る

123 -→

ド
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「、'

学

‥
f
-
は
募
-
,
 
'
<
・
*
S
空
。
'
'
>
;
‥
I
・
C
史
学
い
っ
た
蝣
*
-
>
i
し
た
r
-
r
r
f
U
轟
欝
聖
〕

宗
盲
だ
ま
し
た
自
信
は
な
か
っ
た
。
　
　
　
〔
聖
宗
鴫
品
と
〕

宗
7
は
と
い
で
い
た
小
刀
を
浩
に
差
し
臥
し
て
、

^
a
f
p
r
T
T
児
m
主
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
=

T
E
I
で
邦
3
i
&
*
>
^
%
L
t
蝣
?
Z
C
¥
担
℃
た
心
を
」
"
蝣
1
・
L
)

む
よ
う
な
言
動
を
す
る
兄

-
　
け
が
は
ど
う
し
っ
か
t
と
浩
は
き
い
た
。

-
H

熊
は
,
?
-
c
-
蛇
の
」
f
i
;
:
-
:
-
o
仕
方
圭
'
蝣
蝣
i
l
L
M
r
Q
W
い
る

気
持
ち
に
な
っ
て
い
た
。

i
:
!
サ
'
'
.
'
!
蝣
i
.
-
i
,
!
,
'
:
-
.
.

蝣
1
1
-
'
-
'
!
=
蝣
;
蝣
'
.
1
i
i
サ
;
i
;
/

-
け
が
か
'
ポ
ン
プ
で
洗
っ
て
、
手
ぬ
ぐ
Z
P
お
さ
え
て
い
よ
・

と
宗
7
は
言
っ
た
。

_

　

　

　

　

　

　

○

〔
盟
燕
*
:
:
;
2
心
J

ー
お
ま
え
ん
の
も
　
-
　
痛
-
て
も
我
慢
し
て
待
っ
て
け
よ
?
.
 
:
-
-
-
-
兄
の
い
た
わ
り
の
喜

四
段
の
ポ
イ
ソ
ト
ま
と
め

浩
は
ポ
ン
プ
を
片
手
で
押
し
て
'
・
傷
に
水
を
か
け
た
。

ト

o
「
魚
屋
の
流
し
場
」

2.

血
-　　　　は

-
次
か
ら
次
へ
と
笥
r
p
,

・
 
'
-
,
1
.
1
心
?
t
一
て
n
/
ソ
ク
リ
ー
ト
0
-
-
の
中
へ
湖
聖

-
ハ
J
・
u
鉛
い
・
]
の
流
し
~
-
W
ア
W
¥
 
~
-
i
!
*

糊
擬
制
瑚
卿
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学

そ
の
流
れ
ぐ
あ
い
を
見
て
'

気
持
ち
R
i
 
I

い
つ
ま
で
も
定
ま
ら
ず
揺
れ
動
く
心
。

ど
う
し
た
ら
兄
さ
ん
の

他
者
に
わ
ず
ら
わ
さ
れ
る
こ
と
な
-
、
自
己
の
行
為

に
専
念
で
き
る
集
中
力
の
あ
る
心
。

浩
の
i
m
小
刀O L>

-
な
れ
る
だ
ろ
う
'
と
思
っ
た
。

v
 
f
　
宗
7
墜
巧
み
に
力
を
こ
め
て
研
い
で
い
た
。

見てをて苦
に.'研く墳

_I..潜き∑普毒
るとと兄も

〕鮎完で

↑

i
n
　
浩
は
亨
の
砥
石
が
、
規
則
正
し
く
前
後
に
揺
れ
て
い
亘
の
を

:lii-i'l'、.('三　　　　雲　　　∵.〕

一

l
l
-
-
・
宗
一
の
心
と
小
刀
を
研
い
で
い
る
砥
石
と
い
う
物
と

が
1
体
に
な
っ
て
い
る
状
態
9

ペ
で
崇
.
1
1
に
翌
ェ
:
-
i
-
'
.
z
Z
i
A
J
-
}
ん
で
い
た

物
(
{
刀
)
と
1
体
と
な
っ
て
い
る
宗
1
の
持
つ
充

実
感
と

p

v

蝣

,

;

*

)

'

蝣

一

こ
の
一
文
に
つ
い
て
,
ノ
ー
ト
に
各
自
の
解
釈
を
書
か
せ
て
'
　
↑
・
1

指
名
に
よ
り
発
表
さ
せ
る
Q
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
.
A

I
(
板
零
し
て
整
理
)

a
　
言
い
か
え
れ
ば
宗
I
を
中
心
に
地
球
が
回
っ
て
い
る
と
で
も
言
う
よ
う
怒
感
じ
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
何
と
い
う
か
宗
1
に
す
べ
て
が
う
ま



習学

1
D

く
噛
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
'
よ
く
分
り
ま
せ
ん
。
(
中
満
)

宗
-
が
黙
々
と
規
則
正
し
-
小
刀
を
研
い
で
I
い
る
姿
を
見
て
、
浩
は
,
兄
が
確
実
に
物
事
吾
な
し
て
い
-
の
を
感
じ
、
小
刀
が
研
げ
て
い

く
様
を
見
て
'
宗
這
大
人
に
な
。
て
.
い
-
の
を
感
じ
た
時
・
・
ま
わ
り
の
す
べ
そ
の
も
の
が
兄
に
調
子
を
合
わ
せ
て
い
く
よ
う
に
思
え
た
。

一

　

　

　

　

-

　

　

　

　

　

一

1

-

-

.

メ

-

一

　

　

　

　

　

　

　

　

l

'
t
'
し
て
t
　
　
　
は
L
j
什
W
j
打
蝣
i
l
'
i
‥
r
^
y
j
M
-
'
S
'
.
"
1
　
(
I
J
i
L
-
J
)

何
の
邪
念
も
な
-
研
い
・
で
い
る
宗
這
小
刀
を
研
ぐ
こ
と
に
真
剣
に
心
を
う
ち
こ
ん
で
い
る
の
で
,
小
刀
は
宗
一
の
思
い
の
ま
ま
に
研
が
れ

思
え
て
く
る
の
で
且
.
S
が
「
(
坂
梨
「
　
　
　
　
　
　
-
#
-
(
・
・
)
内
は
教
師
の
神
足

(
三
段
に
お
け
る
兄
空
の
浩
に
対
す
る
や
さ
し
い
言
動
'
四
段
の
「
ど
う
し
た
ら
兄
さ
ん
の
よ
う
に
ひ
き
し
ま
っ
た
気
持
ち
に
な
れ
る
だ

て
ゆ
く
。
(
浩
に
は
そ
の
よ
う
に
見
え
る
。
)
そ
ん
な
兄
の
姿
に
対
し
て
'

浩
自
身
は
自
分
の
心
も
小
刀
を
研
ぐ
技
術
~
む
魂
熟
p
'
<
&
!
}
蝣
跡
ば

ろ
う
」
と
考
え
る
と
こ
ろ
、
浩
の
小
刀
を
蝣
#
?
:
蝣
確
実
に
処
鼓
し
て
、
研
ぎ
上
げ
て
い
-
兄
の
姿
な
ど
か
ら
考
え
る
と
)
こ
こ
で
は
,
l
癖
創

兄
へ
の
劣
等
感
が
~
引
判
れ
ヨ
尊
敬
の
気
持
ち
萄
浩
の
目
も
心
も
含
め
て
山

小
刀
や
砥
石
も
'

水
も
す
べ
て
が
'

中
心
に
動
い
て
い

で
あ
る
と
い
う
意
味
。
二
瀬
)

浩
は
宗
一
の
手
と
小
刀
と
砥
石
し
か
見
え
ず
'

・
ォ
>
.
"
;
;
・
.
れ
Q
t
f
E
三
J
¥
+
1
・
蝣
>
.
>
‖
n
J
い
t
.
?
サ
;
|
玩
;
・
?
!
這
V
W
P
^
t
-
'
い
こ
-
o
t
-
J
二
㍍
闘

l
進
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
.
(
岩
崎
)

「
す
べ
て
」
と
い
う
の
は
'
浩
の
気
持
引
副
へ

砥
石
と
小
刀
が
ま
じ
わ
っ

て
薄
れ
て
い
る
リ
ズ
ム
到

「
宗
T
に
調
子
を

合
わ
せ
て
進
ん
で
い
た
.
」
と
い
う
の
は
、
宗
T
の
澄
ん
だ
集
中
力
の
あ
る
心
に
す
べ
て
の
~
も
の
が
親
し
ん
で
い
る
の
だ
と
思
う
。
(
山
下
)

右
の
浩
だ
け
が
と
り
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
a
b
C
と
'
浩
を
含
め
て
'
す
べ
て
が
宗
一
に
調
子
を
合
わ
せ
て
進
ん
で
い
る
と
措
い

た
と
と
る
-
T
3
。
l
w
6
。
と
に
受
け
取
り
方
が
二
分
さ
れ
た
の
で
'
四
十
玉
名
全
員
に
ど
ち
ら
の
意
見
か
挙
手
で
答
え
さ
せ
た
結
果
・

‥
蝣
J
*
*
.
'
M
q
i
-
J
r
?
-
,
,
 
-
,
|
毒
さ
れ
た
u
<
で
導
I
,
.

前
者
の
意
見
二
十
名

後
者
の
意
見
二
十
五
名

・
と
わ
ず
か
に
後
者
が
多
か
っ
た
8
-
!

p7-

「



動学

J

.
小
川
　
人
間
の
原
型
と
言
い
ま
す
か
'
そ
の
逃
れ
ら
れ
な
い
1
つ
の
型
と
し
て
'
人
間
は
必
ず
'
物
と
_
か
か
わ
.
つ
て
生
き
な
ガ
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
'
供
に
は
こ
の
事
実
が
気
に
か
か
る
ん
で
す
。
(
中
略
)

小
川

そ
こ
で
人
間
の
原
型
と
い
う
こ
と
で
す
け
れ
廿
も
'
物
上
人
間
は
離
れ
ら
れ
な
い
縁
が
あ
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
人
間
は

物
を
巧
み
に
使
っ
て
み
せ
る
人
間
に
対
し
て
・
尊
敬
の
念
を
持
つ
と
思
え
で
す
。
二
中
略
)
優
れ
た
考
え
方
が
で
き
,
Q
 
{
と

い
う
の
と
同
じ
よ
う
に
'
物
を
使
い
こ
な
す
こ
と
も
ま
た
人
間
の
価
値
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
小
編
の
中
で
も
案
外
そ
う
い
う
こ
と
萱
ロ
っ
て
い
る
よ
う
に
も
今
に
・
@
っ
て
思
う
わ
け
で
す
ね
。
ナ
イ
フ
や
砥
石
を

小紅
川　野

自
分
の
物
と
し
て
-
-
。
　
　
　
ノ

完
全
に
.
,
フ
ル
に
使
い
こ
な
す
と
t
で
皇
昌
ま
す
か
。
し
か
も
黙
っ
て
　
・
。

使
い
こ
な
す
人
間
に
対
し
て
,
使
え
な
い
人
間
は
n
シ
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
つ
甘

.(中略)

'
紅
野

ヽ
.
-

c
*
i
=
S

紅
野

1

　

ヽ

　

l

.
t
4
日
〃
.

そ
れ
は
負
け
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
。
同
時
に
負
け
た
と
息
、
つ
て
も
'
話
の
展
開
の
中
で
や
が
て
静
か
に
い
や
さ
れ
て
い
く

わ
け
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。

こ
の
い
や
さ
れ
方
が
慰
め
ら
れ
た
り
,
病
気
の
場
合
で
言
え
ば
カ
ソ
フ
ル
注
射
を
打
っ
た
り
す
る
と
い
う
い
や
さ
れ
方
で
な

く
・
あ
る
1
癖
の
行
為
や
あ
る
ワ
ソ
セ
リ
フ
で
静
か
に
い
や
さ
れ
て
い
-
。

そ
う
い
.
う
一
つ
の
内
省
で
す
け
れ
ど
。
.
 
㍉
・
十
∵
.
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◎
第
四
時

習学

注
3
　
「
注
芝
の
と
り
あ
げ
方
に
つ
い
て
'
浮
橋
先
生
か
ら
「
こ
こ
は
'
・
征
野
氏
の
「
そ
れ
は
負
け
た
-
-
同
時
に
負
け
た
と
i
。
」
・
か

ら
'
無
理
に
竺
方
に
決
め
る
の
で
は
な
1
'
浩
の
郡
絶
感
も
や
は
り
あ
り
へ
そ
し
て
ま
た
'
兄
の
言
動
に
よ
っ
て
・
慰
め
ら
れ
,
心
が

安
定
す
る
面
も
あ
る
と
い
う
風
に
考
え
た
方
が
よ
く
は
な
い
か
.
」
と
の
御
助
言
を
う
け
た
.



活習学

C
　
小
刀
v
V
n
し
て
の
址
3
兄
:
-
Z
l
i
H
;
丁
一
9
'
t
t
*
。
一
(
近
)

-
&
　
小
刀
を
研
ぐ
こ
と
で
、
自
分
(
浩
)
と
兄
(
宗
〓

の
心
の
違
い
が
分
り
'
水
に
流
さ
れ
た
血
を
見
て
へ
い
っ
そ
う
自
分
(
鰭
)
の
心

を
見
た
気
が
し
た
浩
の
心
。
(
永
江
)

-
e
　
メ
イ
フ
と
い
う
物
の
研
ぎ
ぐ
あ
い
を
通
し
て
の
浩
の
心
。
劣
等
感
?
罪
の
意
識
?
吾
村
)

ま
と
め拾

つ
た
小
刀
を
研
ぎ
あ
げ
る
と
い
う
少
年
の
日
常
の
墳
事
を
通
し
て

少
年
(
浩
)
の
心
に
起
こ
っ
た
兄
衰
二
に
対
す
る
心
臥
動
揺

◎
　
l
「
物
と
心
」
を
著
し
た
作
者
に
つ
い
て
へ
推
察
さ
せ
て
み
る
。
l
 
I
各
自
の
メ
モ
を
発
表
さ
せ
る
。

al
D

Cd

何
を
言
い
た
い
の
か
よ
く
分
り
ま
せ
ん
?
(
高
田
)

音
ぽ
っ
か
り
は
わ
か
ら
な
い
Q
た
だ
,
作
者
と
浩
を
ダ
ブ
ら
せ
て
あ
る
よ
う
な
票
し
享
け
ど
。
(
末
亨
塚
崎
・
多
田
隈
)

名
前
な
ど
十
全
ぐ
知
ら
な
か
っ
た
。
天
西
「

・
'
'
'
!
に
叫
:
;
j
-
r
;
;
i
;
-
!
;
;
^
^
'
^
'
'
-
0
号
.
:
.
ソ
i
J
Q
i
-
:
-
こ
こ
ろ
K
'
ヱ
」
;
・
;
/
つ
苧
ハ
l
i
-
1
J
‥
∴
・
∴
・
/
・
0
-
>
i
は
一
日
<
*
.
 
'
'
り
‥
・
　
(
」
'
:
∵

a
j

一
・
°
ュgh

書
村
)

と
の
作
者
は
(
兄
弟
愛
を
措
-
の
が
う
ま
い
。
・
(
掘
川
)
・
・

よ
く
こ
の
短
い
作
品
の
中
に
言
い
た
い
と
,
と
が
ま
と
め
ら
れ
た
と
思
う
。
(
原
田
)

洗
練
さ
れ
た
文
章
を
書
く
人
だ
な
あ
と
思
う
。
・
.
(
樺
)
,
 
・

浩
の
ひ
が
み
や
う
ら
や
み
の
心
や
'
兄
へ
あ
尊
敬
の
心
が
'
去
る
で
命
を
持
た
な
い
物
(
小
刀
や
流
れ
る
血
や
・
砥
石
の
リ
ズ
ム
)
に
允
と



一

-

　

r

ヽ

　

、

、

・

　

.

1

え
て
描
か
れ
て
い
る
気
が
す
る
。
(
田
中
)

作
者
は
き
っ
と
'
浩
と
似
た
経
験
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
?
そ
う
じ
ゃ
な
い
と
'
あ
ん
な
こ
ま
か
い
心
理
を
書
き
表
せ
る
苦
は
な
い
と
思

う
o
　
(
岩
崎
・
坂
梨
・
徳
田
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
:
、

「
な
に
げ
な
い
ど
.
 
L
j
に
P
.
も
あ
る
兄
弟
の
生
活
の
1
場
面
だ
が
・
作
者
は
・
短
い
こ
と
ば
で
・
リ
ズ
ム
的
に
ズ
パ
芸
人
ッ
と
書
い
て
い
る
Q

昭
和
四
十
年
九
月
五
月
r
朝
日
新
聞
j
。
二
冊
の
本
-
-
小
川
国
夫
「
ア
ポ
ロ
ン
の
島
」
)
に
つ
い
て
の
島
尾
敏
雄
氏
の
文
章
の
1
部
。

注
4
と
同
じ
薗
裳
が
で
き
j
い
る
の
で
、
こ
の
.
部
分
を
紹
介
し
だ
。

k

私
は
'
作
者
に
は
'
お
兄
さ
ん
'
ま
た
は
お
姉
さ
ん
が
い
た
ん
だ
ろ
う
と
息
1
た
。
そ
れ
は
浩
(
弟
)
の
兄
に
対
す
る
気
持
ち
と
一
緒
に

な
っ
て
'
私
の
幼
い
時
の
こ
と
吾
心
い
出
さ
せ
て
-
れ
た
か
ら
。
私
は
三
女
で
す
。
(
永
江
)

大
人
に
な
り
き
れ
な
い
少
年
の
気
持
ち
が
よ
く
分
る
。
き
っ
と
'
こ
ん
な
経
験
を
し
た
人
だ
と
思
う
。
人
物
の
気
持
ち
を
あ
ま
り
説
明
し
な

い
で
か
え
っ
て
へ
読
む
者
が
'
首
分
自
身
の
気
持
ち
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
文
章
を
書
Y
人
だ
と
思
っ
た
。
(
福
原
)

重
要
な
こ
と
だ
け
を
を
き
抜
い
て
小
説
に
L
t
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
の
で
き
を
人
。
.
(
黒
木
)

「
物
と
心
」
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
著
さ
れ
た
も
の
か
を
紹
介
し
て
'
し
め
く
く
り
と
す
る
.

o
少
年
期
に
お
け
る
弟
の
兄
に
対
す
る
心
の
屈
折
を
'
「
さ
び
た
小
刀
」
を
研
ぐ
と
い
う
作
業
の
過
程
で
表
現
し
た
。

。
子
が
父
に
対
し
て
、
友
人
に
対
し
て
'
或
は
い
と
こ
に
対
し
て
持
つ
t

を
'
小
刀
を
研
ぐ
と
い
う
作
業
を
通
し
て
表
し
て
い
る
。

青
少
年
期
特
有
の
劣
等
感
が
'
日
常
生
活
の
中
で
'
慰
め
ら
れ
た
出
来
事

131

注
心
㍉
昭
和
四
十
年
九
月
五
日
r
朝
日
新
聞
】
∵
の
,
記
事
。
∵

.
+
r
総
体
的
に
そ
れ
ら
の
短
篇
の
む
つ
.
リ
ズ
ム
が
私
の
か
ら
だ
に
い
つ
ま
で
も
.

あ
る
高
な
り
を
と
ど
め
て
い
る
の
に
気
づ
・
い
た
?
.
形
容
を
抑
制
L
t
場
景
と
登

場
人
物
の
外
面
的
な
動
き
を
即
物
的
に
写
生
L
t
透
明
な
使
い
方
に
よ
る
こ
と

ば
を
1
竹
を
た
て
か
け
る
ぐ
あ
い
に
な
ら
べ
た
だ
け
な
の
に
'
そ
の
字
と
行
の

白
い
空
間
か
ら
か
た
り
か
け
て
く
る
な
に
か
に
'
ひ
き
つ
け
ら
れ
た
」
　
(
島
尾

敏
雄
)

E
l
t
反
省
と
抹
題
(
生
徒
の
声
を
き
い
て
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
'

′
~

.
L
　
学
習
者
の
生
活
の
中
に
「
小
刀
」
が
縁
遠
い
存
在
と
な
り
つ
つ
あ
る
こ

耳

　

'



∴
.
＼
と
。
.
蝣
蝣
「
ポ
ン
プ
」
も
同
じ
1
.

i㍗
(
図
解
で
き
な
い
者
が
四
十
五
名
中
・
約
三
分
の
二
い
た
。
)
.

年
女
章
を
学
習
者
と
1
緒
に
精
読
す
る
こ
と
に
時
間
を
多
く
使
う
た
め
に
'

板
書
の
時
間
を
省
略
L
へ
文
章
を
段
落
ご
と
に
模
造
紙
に
整
理
し
'
浩
の

心
理
を
色
画
用
紙
に
ま
と
め
て
文
の
下
に
並
べ
て
行
っ
た
た
め
に
'
「
授

業
は
お
も
し
ろ
か
っ
た
が
へ
そ
の
時
々
に
問
題
を
考
え
る
の
が
'
精
1
杯

で
'
授
業
の
流
れ
を
ノ
ー
ト
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
o
J
(
中
国
)

精
読
し
よ
う
と
す
む
時
に
1
考
す
べ
き
事
で
あ
ろ
う
。

n
J
第
7
時
に
「
六
つ
の
問
い
を
出
し
て
担
出
さ
せ
た
こ
と
は
、
L
「
次
か
ら

の
授
業
の
流
れ
が
あ
る
程
度
察
知
で
せ
た
し
へ
い
つ
も
よ
り
真
剣
に
文
章

]-
.
∴
"
:
.
,
i
:
.
-
.
'
i
j
(
.
'
:
・
¥
j
k
-
,
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肯
予
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¥
だ
け
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つ
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蝣
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:
.
.
て
一
:
蝣
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-
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某
を
す
る
こ
と
が
多
い
こ
と
を
反
省
も
て
い
る
。

V
・
「
物
と
心
」
と
打
う
小
説
の
'
教
材
と
し
て
の
価
値
を
再
認
識
で
き
た
。

↓
・
生
徒
の
メ
モ
か
ら
と
、
咋
年
「
物
.
七
心
」
.
を
学
習
し
た
I
*
生
長
君
の
ー
~

「
先
生
'
あ
の
小
説
は
'
印
象
深
い
で
す
ネ
。
あ
れ
は
t
.
自
分
一
人
の

中
で
も
時
に
よ
っ
て
,
浩
の
・
町
だ
な
と
か
,
の
っ
て
る
時
に
は
宗
1
の
時

だ
な
'
な
ん
て
思
い
ま
す
よ
。
」
と
い
う
会
話
か
ら
〇

一お
あ
り
に

こ
の
原
稿
を
ま
と
め
た
際
と
、
昨
年
五
月
末
の
研
究
授
業
の
際
も
'
貴
重
な

資
料
を
提
供
し
て
下
さ
り
'
折
り
折
り
に
助
言
を
-
だ
さ
っ
た
三
池
高
校
の
原

口
武
意
先
生
、
昨
年
八
月
、
光
葉
会
の
研
究
発
表
会
の
折
り
に
助
言
と
、
は
げ

ま
し
の
お
こ
と
ば
を
-
だ
さ
り
t
か
つ
ま
た
公
開
授
業
の
プ
リ
ソ
ト
を
も
く
だ

さ
っ
た
広
島
大
学
の
浮
橋
康
彦
先
生
の
お
二
方
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
て
お
り

ま
す
.
∵

ま
た
へ
歩
み
の
の
ろ
い
私
を
い
つ
も
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
浜
本
純
逸
・
宏
子

御
夫
婦
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。
.

昭
和
五
十
九
年
八
月
二
十
日
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